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収穫祭/文化祭開催
１０月１７日、収穫祭と文化祭をそれぞれ植月消防コミュニティセンターと植月コミュ

ニティセンターを会場に同日開催いたしました。

収穫祭は昨年度に引き続き飲食のない形としましたが、その中でも地元産品の販

売や消防団の皆さんによる「焼きそばのテイクアウト」や「きんとくん焼きのプレゼン

ト」もあり好天の下たくさんの皆さんに楽しんでいただきました。

昨年度の文化祭は習字の展示に限り、代わりにうえつきむら新聞での紙上文化祭

としましたが、今回は例年通りの展示をする事ができました。

高根地区の宝塔 町文化財の指定を受ける
作年の当新聞秋号でも紹介した宝塔がこのほど町重要有形文化財に指定されま

した。宝塔は高さ63㎝でかつてはこの上に笠や相輪があったと推定されます。塔

身の側面には扉の形や文字が彫られており、

扉の左右にはそれぞれ「貞和三 丁亥 天□□

（□は判別不能な文字）」「願主 万門」と記され

ています。

このことから1347年に建立されたと見られ、町内

の年代の分かる石造物では「間山の四角宝塔」

（1344年）に次ぎ２番めに古い物です。

なお、植月地区内の町重要有形文化財としては

８番目の指定となります。

「地域づくり推進賞」受賞
私たちの「地域による地域のための取り組み」が美作県民局長より表彰されました。

これまでのうえつきむら活性化プロジェクトの様々な活動が、住民とサポーターを

中心に自らの手でなされているところが評価されたものです。改めてサポーターの

皆様とこれまで活動にご参加いただいた皆様に感謝いたします。より良い地域づく

りを目指し、この受賞を一つの通過点として、「皆が出来る時に出来ることをする」

を基本に、よりたくさんの方々に関わっていただける活動にして参ります。皆様の

更なるご協力をお願いします。なお、副賞として貰った「美作圏域の各自治体の特

産物詰合せセット」は、サポーターの福祉施設に寄付させて頂きました。

うえつきむら新聞「２０２２年春号」をお届けします
コロナ禍は一向に収束の気配を見せませんが、その環境下にあっても「うえつきむ

ら活性化プロジェクト」は、本年度計画した事業をすべて行う事ができました。

加えて計画外の横断幕やイルミネーションの設置にも新たに取り組みました。

また、１月にはこれまでの活動が評価され美作県民局から表彰いただきました。

ご支援くださっているサポーター

の皆さまと行事に協力いただいた

地域の皆さまに改めて感謝申し

上げます。

ここに本年度最終の春号をお届

けします。

この新聞の内容は、うえつきむらのホームページからも、

ご覧いただけます。

うえつきむら 検索

許さない‼ ゴミの不法投棄‼
写真は地区内の町道です。地区内の複数個所でゴミの投棄が止まりません。

その都度、地元の方々が掃除をしています。ゴミの不法投棄は立派な犯罪です。

当プロジェクトでも「ゴミの投棄をしない、させない」活動を取り上げる予定です。

寺山古墳整備
１１月１４日、本年度２回目の古墳の整備を、有志と消防団員の皆さんの計２８名

が参加して行いました。今回は、皆さんの尽力で竹を大幅に刈進めたため、前方

後方墳の後方部が墳頂まで見え、古墳の形がよく分かるようになりました。まだご

覧になってない方は是非見に行ってください。

古墳の整備を始めて４年になりますが、初夏には新しく生えた笹を刈取り、冬には

何年間にも亘って大きく伸びている篠竹の伐採を主体に年間２度の活動を行って

います。

なお、岡山県議会の２月定例会で、田野孝明議員より、植月寺山古墳の県の重要

文化財への指定の要望がなされています。県教育長の答弁では、県指定の史跡

候補にはなりうるが、先に文化財としての価値付けが必要であり、そのためには勝

央町教育委員会が主体となった適切な発掘調査が必要と回答されています。次の

ステップに向けて、町教育委員会と連携した活動を進めてまいります。

『うえつきむら活性化プロジェクト』 活動参加メンバー大募集
うえつきむら活性化プロジェクトは、「地元を見直すことによる地域づくり」と「行事を

通じての人の輪づくり」を目指しております。出来るだけ多くの皆さんに「出来る時

に出来る事をする」を基本に気楽に参加していただきたいと思っております。

なお、メンバー登録いただいた方にはうえつきむらステッカーを差し上げます。

連絡お問い合わせは、実行委員長：三島弘行、各区長または

事務局（植月コミュニティーセンター℡38-5991月・水・金曜日9時～16時）まで

お願いします。

うえつきむら新聞 『うえつきむら活性化ｐｒｏｊｅｃｔ』実行委員会

「イルミネーション」設置
コロナでなかなか外出もままならないですが、クリスマス時期には、植月地区内で

もイルミネーションできれいに飾り付けしたところ（個人宅や企業、お店）があります。

うえつきむら活性化プロジェクトも、昨年末に植月消防コミュニティーセンター南側

に、うえつきむらのイルミネーションを

設置点灯しました。

今回は初めてのことなので、皆さん

の認知度は上がりませんでしたが、

次回以降に是非期待ください。

イルミネーションに限らず、きれい

なものや面白いものを見つけたら、

「うえつきむら」まで教えて下さい。

募集‼植月の桜名所
春と言えば桜。植月地区内

にある皆さんの推薦の桜を

教えて下さい。群生、一本

咲きを問いません。

場所と種類、できれば写真

と共に事務局まで。

右写真は、植月北田中地区

羽出川の桜です。

うえつきむら新聞発行 7月、10月、3月
植月寺山古墳の整備 7月11日、11月14日
文化講演会 9月30日
収穫祭/文化祭 10月17日

うえつきむら横断幕設置 9月19日
イルミネーション設置 12月20日

令和3年度実施の行事

阿弥陀三尊 植月東高屋 如法経塔 植月中一本松
明神鳥居 植月中角力場 弁財天像 植月中河内
観音像 植月中長尾山 鐘楼兼仁王門 植月東観音寺
十王像石仏 植月中金光坊 宝塔（新規指定） 植月北高根

植月の重要有形文化財
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・連絡先、問合せ先
各地区区長または事務局（植月コミュニティセンター

電話３８－５９９１ 月・水・金曜日9時～16時）

２０２１年度 うえつきむらサポーターの御紹介 ご協力ありがとうございます。（五十音順に表示しています）

発行者：『うえつきむら活性化プロジェクト』

実行委員会

編集責任者：佐古公司・佐古孝志

発行日：２０２２年３月３1日


